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研究成果の概要（和文）：発展途上の国であるカンボジアにおいてシェムリアップ州各地域の子どもたちに対し
て、日本古来の「ラジオ体操」を奨励及び継続実施し、定期的に運動を実施する習慣を体得させるとともに、そ
の効果を体格・体力、生活習慣、健康状態に関しての調査より明白にし、「ラジオ体操による健康づくり」の基
盤を作成し、発展途上国における体育・健康教育に役立てることができた。

研究成果の概要（英文）：We encouraged the children of Siem Reap Province, Cambodia, an 
underdeveloped
country, to practice the traditional Japanese "radio exercises" on a regular basis. We have found 
that the children have acquired the habit of exercising regularly, and we have also found its 
effectiveness through surveys on their physique, physical fitness, lifestyle, and health status. The
 results of the study provided the basis for "health promotion through radio exercises" which can be
 used for physical and health education in developing countries.

研究分野： スポーツ科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
発展途上の国であるカンボジアにおいてシェムリアップ州各地域の子どもたちに対して、日本古来の「ラジオ体
操」を奨励及び継続実施したことは、日本における健康づくりの一環を海外に普及でき、社会的意義がある。さ
らに、ラジオ体操実施に効果を体格・体力、生活習慣、健康状態に関しての調査より明白にし、「ラジオ体操に
よる健康づくり」の基盤を作成し、発展途上国における体育・健康教育に役立てることができたことは学術的意
義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１． 研究開始当初の背景 
発展途上国では、社会的経済的基盤の整備が最優先されており、教育に関しては識字教育が中

心となり、体育や健康に関しての教育が軽視されているとの報告があるが、発展途上国にこそ次

世代を担う子どもたちに対する健全なる体育・健康教育が必要と考える。 

カンボジア王国は、1991 年のパリ和平協定を経て、新しい国造りの過程にあり、その復興、

開発には総合的な教育開発および人材育成が急務であり、次世代を担う子どもたちの健全育成

が国家の発展への最重要課題の１つとされている。カンボジア王国憲法の中にも、「国家はあら

ゆるレベルの教育を受ける権利を守り、向上させ、また教育が少しずつ国民に浸透するようにあ

らゆる手段を講じる。国家は国民の健康に資するためにスポーツ教育の分野にも力を入れる。」

とあることからも、カンボジア国内におけるスポーツ振興、特に学校教育の中での「スポーツを

通じた教育」へのニーズは高いとされている。一方、教室・運動場・教材の確保など体育・スポ

ーツ教育の実施に当たっての課題が山積しており、政府や各州教育局が中心となって、多くの

国々から援助を仰ぎながら様々な取り組みを行っている。その中でも、カンボジア・シェムリア

ップ州は市内中心部にナショナルスタジアムを有し、スポーツ教育の組織基盤も強固であり、カ

ンボジアのスポーツ振興を考える際の中心的な地域と成り得ると考えられる。我々は、2002 年

以降継続的にカンボジア・シェムリアップ州の子どもたちの体格・体力、および生活習慣や健康

状態の調査を行ってきた。カンボジアの子どもたちは日本の同年齢と比較して、体格・体力とも

に顕著に劣ることが明らかになっている。 

一方、日本においては、昭和 3年から始まった「ラジオ体操」は国民的に親しまれ、日本にお

ける健康づくりの柱となり大きな貢献をしていることは周知のとおりである。我々は「ラジオ体

操」の継続的な実施が身体に及ぼす影響を継続的に調査し、体格、体力、生理的機能、精神的機

能に好影響を及ぼすことを報告した。さらに生活習慣や健康関連ＱＯＬのアンケート調査から

は、「ラジオ体操」の継続実施が規則正しく活発な生活を送る機会となることが示唆された。ま

た、「ラジオ体操」はピアノ伴奏に合わせて「1,2,3,4,・・・」と号令をかけながら行う体操な

ので、言語が異なる諸外国でも導入しやすい。 

 
２．研究の目的 
 上記の背景を踏まえ、日本古来の「ラジオ体操」をカンボジア・シェムリアップ州各地域の子

どもたちの健康づくりのツールとして捉えることとした。カンボジアの子どもたちに対して「ラ

ジオ体操」を奨励および継続実施し、定期的に運動を実施する習慣を体得させるとともに、体格・

体力、生活習慣、健康状態にどのような影響を与えるのかを調査し、カンボジア・シェムリアッ

プ州において「ラジオ体操による健康づくり」の基盤を作成し、体育・健康教育に役立てること

目的とした。 

 
３．研究の方法 
カンボジア・シェムリアップ州教育省スポーツ局初等教育課より 2019 年 3月に小学校 5校を

選定いただきパイロット校とし、うち 3校に対してはラジオ体操指導を行い、その後ラジオ体操

を継続実施した。対象は各小学校の 3,4 年生とし、3月および約半年後の 7月末に各小学校を訪

問し測定調査を行った。被験者は 2回の測定を行った男子 169 名（コントロール群 59名、ラジ

オ体操群 110 名）、女子 147 名（61名、86名）、合計 316 名であった。測定項目については、体

格は身長、体重、BMI、体力は、握力（筋力）、長座体前屈（柔軟性）、立ち幅とび（瞬発力）、時

間往復走（敏捷性）であった。アンケート調査は 2回目の測定時に睡眠、食事、通学、帰宅後の

活動、運動、体調等について行い、さらにラジオ体操群にはラジオ体操実施についても調査した。 



なお、当初は 3回目以降も継続実施の予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で

現地小学校閉校、国外渡航が禁止等々となり、2回のみの測定調査となった。 

 

４．研究成果 

ラジオ体操群とコントロール群の 1回目と 2回目の測定結果を比較すると、体格・体力におい

ては、コントロール群男子の時間往復走を除くすべての項目に両群男女とも有意に向上がみら

れ、特にラジオ体操群の長座体前屈（柔軟性）が顕著であった（表 1）。 

    
  
 

                                          

 
 
さらに各項目を同じ条件で比較するため、1 回目の結果を基準とし 2 回目の結果を T スコア

とし分析した。男女ともラジオ体操群の長座体前屈（柔軟性）に T スコアが高く、ラジオ体操継

続実施における柔軟性が向上する効果が示唆された（図 1）。 

 

 
 
 

 

一方、ラジオ体操実施群にラジオ体操実施についてアンケート調査をした結果、ラジオ体操を

継続実施すると男女ともに約 60％が「心身が爽快になる」と回答し、好影響が示唆された（図

2）。 

 

以上のように、2回のみの測定調査であったが、短期間であってもラジオ体操を継続実施する

ことで、体力や精神面に好影響を及ぼすことが伺われ、今後の体育・健康教育の一助となること

が明らかになった。 
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表1.2群における2回の測定結果（男子） 

図 1.2 回目の測定における各項目の T スコア 



 
 

 
図 2.ラジオ体操実施後の変化 
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